
団体名：こくりょう子ども食堂わいわいプロジェクト 

活動地域：調布市 
助成額：83,141円、助成回数：5回 
ホームページ：https://k-k-s-waiwai.jimdofree.com/ 
 
【取り組み結果】 

この 3月で丸 3年が過ぎました。振り返ってみると、いまだに初参加の親子も多く、

改めてこうした「居場所」が求められているという現実を思い知らされました。初年

度の登録数（一度は参加したことがある児童）が 140 名、2 年目が 230 名、そしてこ

の 3 年目が 320 名にまで達していることも、その裏付けと言えるのではないでしょう

か。また、ご協力頂ける方も回を追うごとに増えてきているのも今年度の特徴と言え

ます。対象となる児童の大半が通っている国領小学校は、毎回チラシを持ち込むと各

先生方が児童一人ひとりに手渡してくれます。また、国領児童館は鍋・食器・調味料

等大量の備品を置くための倉庫を提供して下さっています。更に隣接の高齢者福祉公

社は要冷蔵品等を保管して下さっています。ご寄付を下さる方の人数も然りです。そ

の他、昨年 10月から変更になった会場（下記にて詳細説明）も、調布市役所の御仲介

で別の福祉事業所を使わせてもらえるようになりました。そう考えると、私共は本当

に恵まれているなぁという感謝の気持ちに加え、これほど多方面からも期待されてい

る取り組みであることを認識させられ、それが私たちのやりがいにもなっていると言

えます。最後に、昨今の新型コロナウィルスの件もあり、残念ながら 3 月の開催は中

止といたしました。居場所を求めて参加してくれる子ども達に申し訳ない気持ちは否

めませんが、やはりこの感染拡大を少しでも小さくするために一日も早い終息を望む

ばかりです。 

 
【組合員へのメッセージ】 

いつも大変お世話になっております。私共は調布市国領町地区で「こくりょう子ど

も食堂わいわい」を開催しているボランティアの団体です。子ども食堂を開催し始め

て丸 3 年が経ちました。今では全国的にも大変多くの地域で開催されており、報道で

も取り上げられてすっかりご認知頂ける取り組みとなりましたが、スタート時は中々

今のようにご理解いただけなかったことを思い出します。色々な地域活動の中でも、

この『子ども食堂』はどうしても個人的な取り組みとみられやすい側面があり「いっ

たい誰がやっているの？」「本当に大丈夫かしら？」という評価も確かにあったようで

す。でもそうした評価も、貴組合様からの助成を頂けるようになってから「東都生協

さんも協力してるなんて、何だかしっかりしたグループのようね。」とか「あぁ、東都

生協さんの品物なら大丈夫だわ。」と変わってまいりました。この様に貴組合様と関わ

りを持てたことは私共にとって、『地域の皆様からの信用を得ることができた。』とい



うことが何よりの賜物であったと心より感謝しております。どうぞこれからも引き続

きご支援を頂けますようお願い申し上げ、私からのメッセージとさせていただきます。』 
 
【感想・意見・要望】 

オープンから 2 年半、ずっと『ちょうふの風』という障害児の福祉施設を会場とし

てきました。不便もあるものの、それを皆の工夫で乗り越える楽しみもあったのです

が、昨年の 9 月の調布市役所の説明会で「児童福祉施設は、例え営業日以外の時間で

あっても、他の目的に使ってはならなくなった。」旨の通知を受けました。それまでは

好事例として紹介されることも多く、同様のケースで子ども食堂が増えても来ていた

だけに驚きでした。しかしながらすぐに調布市役所の御仲介で『障害者(成人)の就労移

行支援施設』を使わせていただく事になり、「やっと灯した火を消さずに続けられる」

ことに安堵したものです。ただそちらも調理設備があるわけでは無いため何か工夫が

必要であることに加え、日曜日（それまでは土曜日）しか借りることができず、今ま

でとは参加者もスタッフもいささか違った感じを抱いております。特に開催曜日につ

いては、日曜日は外の地域行事と重なることが多かったり、スタッフも「日曜日は家

族の事を…。」という思いもあります。そして何より子ども達にとっても日曜日という

曜日は「土曜日はお母さんがお仕事で一人で食事を摂らざるを得ない子ども達に、バ

ランスの良い食事とみんなで楽しく過ごせる居場所を提供したい。そして日曜日はゆ

っくりと家族で過ごしてもらいたい。」という私たちの最初の思いからも少し離れてし

まったように感じました。そうした中。新年度からは別の会場をお貸しいただける目

途がつきました。そこは調理専用のスペースや備品を置くスペースも備わっており、

今から大変楽しみにしております。これも、3年間続けてきて広く地域に受け入れられ

たことを実感できる大切な成果だと思っております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 


